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研究成果の概要（和文）： 本研究では、（１）後期ウィトゲンシュタインが考察していたアスペクト知覚（～
として見る）がどのような特徴をもつ知覚であるのかを通常の知覚との対比のもとで明らかにするとともに、
（２）アスペクトの転換において変化しているものが何であるのかを概念的なアスペクトと非概念的なアスペク
トの区別を踏まえて明らかにした。
 そして以上の二つの成果をもとに、（３）ウィトゲンシュタインの思想的展開のうちでアスペクト知覚の議論
どのような役割を果たしているのかを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：  In this research, I clarified (1) what is the feature of the aspect 
perception (seeing as) which Wittgenstein had considered in his later thought in contrast with the 
normal perception, and elucidated (2) what changes by aspect-switching on the analysis of the 
difference between conceptual aspect and non-conceptual aspect.
  And, on the basis of the above two research outcome,(3) I considered what sort of significance the
 argument of aspect perception had for the transition of Wittgenstein thought.

研究分野：分析哲学
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１．研究開始当初の背景 
2000 年にウィトゲンシュタインの遺稿デ
ータベースが完成したことによって、彼の思
想の変遷についての研究が近年再び本格化
してきている。私はこれまで、後期の『哲学
探究』（以下、『探究』と省略）執筆後のウィ
トゲンシュタインの思索を、前期・中期・後
期につづく「最晩期のウィトゲンシュタイ
ン」として一つの独立した思想期と捉え、そ
こで示されている知識と確実性との間の関
係を現代知識論のアイデアと結びつけなが
ら「ウィトゲンシュタインの知識の哲学」を
抽出してきた。 
以上の研究によって、ウィトゲンシュタイ
ンの前期・中期の思想と最晩期の思想との間
の関係については一定の見通しが与えられ
た。そこで、後は残された「中期と後期との
関係性」と「後期と最晩期との関係性」をそ
れぞれ明らかにすることによって、ウィトゲ
ンシュタイン哲学の全体像を示すことがで
きるのではないかと考えるに至った。 
この課題に取り組むために私が着目した
のが、後期の『探究』第二部で展開される「ア
スペクト知覚」を巡る考察である。アスペク
ト知覚とは、たとえば「アヒルーウサギ図」
のような多義図形を「ウサギとして見る
（seeing as～）」という知覚のあり方である。
彼のアスペクト論自体は中期の『哲学的考
察』（以下、『考察』と省略）にまで遡ること
ができるが、この議論を彼の思想史的な変遷
のうちに位置づける研究はこれまで存在し
なかった。 
（１）私はこの問題に対して、まずアスペク
ト知覚を否定可能性のもとでの知覚（アヒル
ではなくウサギとして見る）のあり方として
捉えることによって、アスペクト論を前期か
ら最晩期に至る命題の否定可能性を巡る議
論の系譜につなげられるのではないかと考
えた。 
（２）そして、反転図形のアスペクト知覚に
おいて知覚される「図」と背景として退く
「地」という「図―地」関係は、言語ゲーム
中で語られる事実と言語ゲームを支える事
実との関係と類比的に捉えることができる
のではないかと考え、後期から最晩期への続
く「語られることなき確実性」についての考
察の系譜のもとでアスペクト論を捉えるこ
とができるのではないかと考えた。 
（３）また、私は Fish,W.(2010),Philosophy 
of Perception,Routledgeの監訳（『知覚の哲
学入門』として勁草書房より 2014 年刊行）
する過程で獲得した現代分析哲学における
知覚の哲学の研究成果や多義図形の知覚に
ついての心理学的な研究の成果を知るに至
った。そこで、これらの成果と、私がこれま
で蓄積してきた現代知識論における成果な
どをウィトゲンシュタインのアスペクト論
と比較検討することによって、「ウィトゲン
シュタインの知覚の哲学」という新しい研
究領域を切り開くことができるのではない

かという着想を得た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、（ⅰ）ウィトゲンシュタ
インが『哲学探究』第二部で展開したアスペ
クト知覚についての考察（以下、「アスペク
ト論」と省略）を、彼の中期から最晩期の思
想変遷過程のうちに位置づけること、そして
（ⅱ）その洞察の現代的な意義を明らかにす
ること、の二点にあった。 
（ⅰ）については、後期のアスペクト論を中
期の「文法体系」の議論や最晩期の「確実性」
の議論と比較検討し、「語られるアスペクト」
と「語られぬアスペクト」という二つの観点
から彼の思想的変遷の過程を明らかにする。
（ⅱ）については、彼のアスペクト論の独自
性を、現代の知覚の哲学、知覚心理学、現代
知識論の成果と比較検討することによって
明らかにし、そのことを通じて「ウィトゲン
シュタインの知覚の哲学」を析出することを
試みた。 
 
３．研究の方法 
ウィトゲンシュタインのテキストの読解
と分析としては、まず中期の『考察』
（1929-30）と Big Typescript(1933-)におけ
る「Aspekt」概念の来歴を辿り、そこでの現
象学的考察の背景を明らかにした上で、「熟
知性（Wohlbekanntheit）」と結びつけて論じ
られる中期のアスペクト論の特徴を分析す
る。次に、後期の『探究』第二部（1946～49）
のアスペクト論を、その草稿となった『心理
学の哲学１、２』や Last Writings on the 
Philosophy of Psychology, vol.Ⅰなどのテ
キストにまで遡って、その考察の背景と課題
を明らかにする。 
 以上のウィトゲンシュタイン研究の成果
を、現代の知覚の哲学や知覚心理学における
アスペクト転換の議論と比較することを通
じて、ウィトゲンシュタインの知覚の哲学の
独自性を明らかにする。加えて、絵画知覚に
関する理論との対比を通じて、アスペクト知
覚の二面性を明らかにしていった。 
上記の研究成果を検討するために、若手ウ
ィトゲンシュタイン研究者との勉強会、現象
学者や分析美学の研究者との科研の研究会、
知覚の哲学の研究者の勉強会などで、研究成
果を発表しながら、ウィトゲンシュタイン解
釈の妥当性を吟味していくとともに、彼のア
イデアの現代的な応用可能性について検討
していった。 
 
４．研究成果 
 一年目は、まずウィトゲンシュタイン研究
として『哲学探究』第二部および『心理学の
哲学１』『心理学の哲学２』といったテキス
トを中心に精査するとともに、現代の知覚の
哲学におけるアスペクト転換に関する研究
や認知心理学のカテゴリー論などの研究を
参考にしながら、後期ウィトゲンシュタイン



のアスペクト論を現代的な道具立てのもと
で分析することを試みた。 
具体的には、大きく分けて（１）通常の知
覚（～を見る）とアスペクト知覚（～として
見る）の共通点と相違点は何か、（２）概念
的なアスペクトと非概念的なアスペクトの
区別と関係性はどのようなものか、（３）ア
スペクト転換について変化するものは何か、
といった問題について考察した。 
その研究の結果として、（１）については
現実を見る通常の知覚と、可能性のもとで見
るアスペクト知覚という様相の対比がある
こと、（２）についてはゲシュタルト心理学
的な体制化の変化と区別されるカテゴリー
化の変化があること、（３）アスペクトの転
換には（２）の違いに応じた二つの変化があ
り、ウィトゲンシュタインが重視した後者の
変化は「意味」の変化と捉えることができる
こと、を明らかにした。 
二年目は、一年目のウィトゲンシュタイン
のアスペクト知覚の議論に関する文献的な
研究の成果をもとに、彼の知覚の哲学の独自
性と特徴を現代の絵画論、知覚心理学、知覚
の哲学の道具立てを借りながら明らかにし
た。 
 ウィトゲンシュタインは「純粋に視覚的な
アスペクト」と「概念的なアスペクト」とい
う二つのアスペクトの区別を行っている。前
者はゲシュタルト心理学が扱っていた「体制
化」に相当し、現代の知覚の哲学ではアスペ
クト転換の現象的な性格の変化に対応する
非概念的な表象内容として論じられている
ものである。後者はウィトゲンシュタインが
「類似性を見る」という際に考えているアス
ペクトであり、こちらのアスペクト知覚にお
いては対象のカテゴリー化が行われている。
このような分析を踏まえて、アヒル－ウサギ
図においてこの両者のアスペクトがどのよ
うに重なり合っているのかを絵画知覚の二
面性という観点から明らかにするとともに、
概念的なアスペクトにおける概念を家族的
類似性のもとで捉えなおすことによって、ウ
ィトゲンシュタインの概念観の特徴とそれ
が知覚においてどのように反映されている
のかを明らかにした。 
最終年度は、一年目、二年目の成果をもと
にウィトゲンシュタインが論じているアス
ペクト知覚とはどのような知覚であるのか
を改めて定式化するとともに、アスペクト知
覚についての議論が彼の思想全体を貫くど
のような課題と結びついているのかを考察
した。 
その結果として、アスペクト知覚がある対
象についての否定可能性の理解を背景とし
た知覚である（ウサギではなくアヒルとして
見る）ことを明らかにするとともに、どのよ
うな否定可能性との対比のもとで捉えるの
かによって、その対象について語る言語ゲー
ムが異なってくるという点を、記述の体系に
応じた言語ゲームの多元性という中期以降

のウィトゲンシュタインの思想のもとで捉
え直した。そのうえで、そのような各言語ゲ
ームの出発点となる熟知の対象が「そうでし
かありえない」仕方で与えられるという原初
性を有していることを明らかにし、ウィトゲ
ンシュタインが提示したアスペクトの恒常
的な見え（～を見る）とアスペクト知覚（～
として見る）の対比を、与えられるものの原
初性と多層性という観点から捉え直した。 
そして以上の対比が、最晩期の『確実性に
ついて』で扱っている懐疑論においても適用
できることを明らかにし、懐疑論が新たな世
界の見方を提案することによってわれわれ
にある種のアスペクト転換を促す議論であ
ることを明らかにした。 
本研究では以上の考察を通じて、ウィトゲ
ンシュタインの中期から最晩期の思想の連
続性を解明するとともに、彼の知覚の哲学と
知識の哲学との連続性を明らかにした。 
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